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論文内容の要旨
日常生活において、我々は眼前の対象についての主観的な感情や体験(空の青さ、赤の赤らしさなど)
を感じ、自らが意識を持つということを疑う者はいない。このような事実を踏まえると、意識
(consciousness) の存在を否定することは極めて困難で、ある。しかしながら、意識に対して客観的にア
プローチすることができないという理由から、意識研究は長い間、禁忌とされてきた。近年、認知科学
や神経生理学の発展とともに、しだいに意識の存在を肯定的に捉える研究者が増え、今日では意識は21
世紀科学の最大の課題のーっとして、多くの研究者の関心を惹きつけてやまない (Koch & Click , 
1998) 。
意識という用語は、外界の対象に対する気づき、感情、思考、過去や未来にかかわる記憶へのアクセ
ス、自己モニタリングといった、様々な意味を持つ。そこで第 l 章では、意識のレベルと意識の内容か
ら問題を捉え (Laureys ， 2005) 、さらに意識の内容を現象的意識とアクセス意識に分けた (Block ，
1995) 。これらの分類をもとに、いわゆる意識のハードプロブレムとイージープロブレムについて概観
し、「気づき」に対応する意識をアウェアネス (awareness) と定義した。アウェアネスの研究を始め
るにあたり、人聞が視覚優位の動物であること、他のモダリテイに比べ視覚情報処理に割り当てられて
いる脳領域が多いこと、視覚的アウェアネスは意識と同様にかなり複雑な階層構造を含んでいることな
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どから、本論文では研究の対象を視覚的アウェアネスに限定した。
次に、アウェアネスに関する意識科学的モデルとして、グローバル・ワークスペース (Baars ， 1997) 
理論を視覚情報処理及び脳科学的観点から紹介した。グローパル・ワークスペース理論は、対象に関す
るアウェアネスが生起するためには、容量に制約のあるワークスペースに刺激についての諸情報が送ら
れ、それが利用可能になると意識が生じるとする理論である。この理論では、ワークスペース以外のモ
ジュールでは、非意識的に情報処理が実行され、相互作用がなされることを仮定しており、それらの結
果がワークスペースで統合される場合にのみアウェアネスが生起すると考えている。この理論を、いわ
ゆる「デカルトの劇場」というメタファーから説明すると、劇場のステージにあたるのがワークスペー
スであり、視覚などの外的感覚やイメージなどの内的感覚といった各感覚モジ、ユールは役者に置き換え
られる。様々な役者がステージ上に現れては消え、役者がステージ、の上に立っている聞のみその役者は
観客のアウェアネスに上ると考えられる。
上記のモデルと関連付けて視覚的アウェアネスを精綴に検討するためには、錯視を利用して視覚的ア
ウェアネスの有無を操作する実験心理学的アプローチが有効であると考えた。 Koch (2004) や Frith ，
Perry and Lumer (1999) は、意識の解明にはアウェアネスと脳内での電気化学的な相互作用との聞に
はどのような関係が成り立っているか、すなわちアウェアネスと相関する最小単位のニューロン活動
(neural correlates of consciousness: NCC) を解明すべきと主張している。本章では、彼らをはじめと
する多くの神経科学者が意識の解明には錯視を用いたアプローチが非常に有用であると述べていること
などを含め、これまでの研究動向を実験心理学的知見と神経生理学的知見から紹介した。
次に、本研究では、数多くの錯視の中から、他の錯視に比べて比較的簡便に視覚刺激に対するアウェ
アネスを操作ができるという理由で、運動誘発盲 (motion-induced blindness: Bonneh, Cooperman & 
Sagi, 2001)を視覚的アウェアネスの研究ツールとして用いることにした。運動誘発盲とは、明るく非
常に目立つ視覚刺激(ターゲット)の背後で回転運動する視覚刺激を呈示すると、ターゲットが消えて
は再び現れて見えるという現象である。ターゲットは常に画面上で呈示され続けているため、ターゲツ
トの放つ光は常に網膜を刺激し続けている。それにもかかわらず、ターゲットがあたかも消失してし
まったかのように見えるので、ターゲットの物理的な入力を無くすことなくターゲットに対する視覚的
アウェアネスの有無を実験的に操作することが可能となる。
当初、運動誘発盲はターゲットのエッジを検出する検出器が順応してしまうことで、エッジの検出器
が物理的には存在する信号を存在しないものとしてより高次の情報処理機構に出力してしまい、ター
ゲットが消失するとも考えられていた (Hsu， Yeh, & Kramer, 2004; Hsu, Yeh, & Kramer, 2006) 。しか
しながら、ターゲットがゆっくりと運動したりする場合でもターゲットは消失するため (Bonneh et al., 
2001; Mitoroff & Scholl; New & Scholl, 2008) 、ターゲットのエッジが順応することで運動誘発盲が生じ
ているとは考えにくい。一般的に順応が生じるためには、持続した刺激入力が同じエッジ検出器に入り
続け、ターゲットのエッジを検出しているニューロンの応答性が下がることが肝要で、あると言われる
(Ramachandran & Gregory, 1991)。一方で、運動誘発盲の刺激呈示事態で運動するターゲットを用い
た場合には、常に異なる位置のエッジ検出器を刺激することになる。そのため、運動誘発盲におけるター
ゲットの消失はエッジの順応のみによっては説明できないと考えられる。一般的に順応は視覚情報処理
の初期段階で生じることを踏まえると、運動誘発盲におけるターゲットの消失は高次の視覚情報処理過
程で生じていることが示唆され、視覚的アウェアネスの役割である外界のモニタリング、すなわち外界
で起こる物理事象を内的に表象するといった情報処理過程と深い関わりがあることを論証した。
本章の最後では、視覚的アウェアネスは視覚モダリティからの入力だけでなく、異種感覚モダリテイ
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からの入力を受けて生起する可能性も検討した。視覚のアウェアネスである以上、従来通り視覚モダリ
テイにのみ絞って研究すべきとも考えられるが、近年、視覚的アウェアネスが異種感覚の入力によって
変容することが報告されてきている (van Ee, van Boxtel. Parker & Alais, 2009) 。したがって、視覚モ
ダリティを中心としながら、聴覚モダリティとの相互作用という観点から視覚的アウェアネスについて
考察を行う重要性を指摘した。
第 2 章 視覚的アウエアネスの基盤となる知覚的群化手掛りの相互作用(研究 1 ) 
持続して安定した視覚的アウェアネスを生起させるには、外界からの絶え間ない入力情報を個々別々
に処理し脳内で表現するのではなく、適切に分節化することで情報処理における負荷を低減させること
が必要不可欠で、ある。網膜から取り入れた光の配列は、独立の光点からなる集合ではなく意味のある物
体(まとまり)として意識される。このような機能は知覚的群化 (perceptual grouping) と呼ばれ、特
定の要因に従って実現されていると考えられており、 Werthimer (1923/1950) は、それらを知覚的群
化の要因(近接、閉合、類同の要因など)と呼んだ。第 2 章では、複数の知覚的群化手がかりの相互作
用がいかにして安定した視覚的アウェアネスを形成しているかについて実験的に検討した。
知覚的群化に関する研究はゲシュタルト心理学に端を発しており、実験参加者の主観的な言語報告に
依拠する場合がほとんどであった。このようなアプローチによる研究の重要性は失われることはないも
のの、近年、反応時間を指標として知覚的群化の効果は定量的に検討されるようになった (e.g. ， Elder 
& Zucker, 1993) 。
しかしながら、先行研究の多くは単一の知覚的群化手がかりが物体知覚に及ぼす影響について検討し
ているものが多い。そのため、複数の群化手がかりがいかにして相互作用し、外界に存在する対象を独
立の光点としてではなく、意味のある物体として視覚的アウェアネスを生起させているかについては明
らかになっていない。また、実際の物理世界では様々な知覚的群化手がかりが同時に呈示される状況の
ほうが圧倒的に多く、単一の知覚的群化手がかりのみでは物体を規定できないという提言がなされてい
ることからも (Feldman， 2003) 、複数の知覚的群化手がかりの相互作用を定量的に測定することが求め
られている。
このような背景から、視覚的アウェアネス生起にかかわる複数の知覚的群化手がかりの相互作用を定
量的に解明するために、運動誘発盲を用いた新たな測定法を考案した。運動誘発盲では、知覚的群化の
程度が強まるほど複数の視覚刺激(ターゲット)が同時に、弱まるほど独立して消失・再出現すること
が知られている (Bonneh， et aL. 2001; Mitroff & Scholl. 2005) 。本研究では、このような知覚的群化の
程度に応じたターゲットの消失モードの変化を利用した。加えて、複数の群化手がかり(近接・閉合・
類同)を同時に操作するために、運動誘発盲におけるターゲットとして、輪郭のみの正方形がその内側
に正方形を含む図形パタンを用いた。本研究では、ターゲットの運動誘発盲における消失モードを指標
とすることで、複数の知覚的群化手がかりの組み合わせがターゲットの視覚的アウェアネスに及ぼす影
響を検討した。
実験 1 および実験 2 において運動誘発盲における外側・内側ターゲットの消失モードを分析した結
果、外側・内側ターゲット聞の距離が高い近接性をもち、視角0.5deg 以下であると、両方のターゲット
は一つの物体として消失する頻度が高くなるが、ターゲット聞の距離が同ーの範囲内であっても、外側
ターゲットの輪郭が開いて低い閉合性をもっ場合、両ターゲットは独立に消失しやすいことが示された。
実験 3 および実験 4 では実験 l と同様のパラダイムを用い、外側・内側ターゲット間の近接・閉合な
らびに近接・類同の手がかりを各組み合わせの中で体系的に操作し、各知覚的群化手がかりがターゲツ
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トの同時消失に寄与する空間範囲を検討した。その結果、運動誘発盲における外側・内側ターゲットが
視角0.2deg ほど離して呈示されると、ターゲット間の距離の近さ、すなわち近接性のみに依存して両
ターゲットは同時に消失することがわかった。しかしながら、常に近接の手がかりが物体の視覚的ア
ウェアネスに支配的に影響するのではなく、ターゲット間の距離が視角0.4から 0.6deg のときには近接・
閉合の手がかりが協調して両ターゲットの同時消失に作用していることがわかった。さらにターゲット
間の距離が大きくなり、視角0.6から 0.8deg に達すると、近接と閉合の手がかりに加えて、類同の手が
かりが両ターゲットの同時消失に相互作用することを明らかにした。
これらの結果から、物体の視覚的アウェアネスの形成において、知覚的群化手がかり聞の特定の相互
作用の強度がターゲット聞の距離に応じて変容することが明らかになり (Shibata， Kawachi & Gyoba, 
2010) 、視覚系は、近接、閉合、類同の群化手がかりを交互作用させることで視覚情報の断片を体制化し、
一つの物体としての視覚的アウェアネスを生起させていることが示された。
第 3 章 異種感覚情報によって回復する視覚的アウエアネス(研究 2) 
視覚的アウェアネスの生起過程は主に視覚感覚内の問題として数々の研究が行われてきた。一方で、
映画館などで映像に合わせて音が呈示されると、スクリーンの中の出来事がまるで現実のように感じら
れ、臨場感あふれる視覚的アウェアネスが生じる。近年、音を聞くことなどによって対象の見え方が変
わるという実験心理学的知見も報告されている (Frassinetti， Bolognini & Ládavas, 2002) 。これらは、
鮮明なリアリティを伴った視覚的アウェアネスが視覚情報のみによって生起するわけではないことを端
的に示している。
一方で、従来のほとんどの研究では、異種感覚聞の相互作用は各感覚情報に対するアウェアネスが存
在する上で生じることが前提とされてきた。しかし、感覚情報が容量に限りのあるワークスペース上に
伝送され、アウェアネスが生起するまで異種感覚間相互作用は生じないのであろうか。生体の効率的な
情報処理過程を考えた場合には、多数の感覚情報がアウェアネスをともなった処理容量の少ない逐次的
システム上で相互作用するよりも、アウェアネスをともなわない容量の大きな並列的なシステム上で相
互作用するほうが効率よく安定した情報処理過程を実現できると考えることも可能である。この問題を
検討するためには、対象の視覚的アウェアネスは伴わないが、脳内での神経処理は持続しているという
状況を作りだす必要がある。
そこで第 3 章では、この状況を人工的に作り出すために運動誘発盲を利用した。異種感覚相互作用を
取り扱った研究では視聴覚の相互作用を検討した研究が最も多いということから、視聴覚聞の相互作用
が視覚的アウェアネスを変容させるかについて実験心理学的に検討した。具体的には、運動誘発盲に
よってターゲットの視覚的アウェアネスが消失したという実験参加者の報告と同時に、持続時間の短い
聴覚刺激を呈示することで消失した視覚的アウェアネスが再び生起するかを検討した。
その結果、実験 5 や実験 6 において、運動誘発盲によってターゲットの視覚的アウェアネスが消失し
ている状態でも、聴覚刺激の空間的な呈示位置が一致している場合には、消失した視覚的アウェアネス
が回復することが明らかとなった。これらの実験では、聴覚刺激とターゲットの呈示位置がランダムに
決められていた。そのため、実験参加者は試行開始前に両者の呈示位置を予測することはできない。に
もかかわらず、視聴覚刺激が同一の位置から呈示されたときに、そのほかの条件と比べ運動誘発盲の持
続時聞が短くなった。仮に、聴覚刺激が呈示された時はいつもキーを離すというような類の反応のバイ
アスを実a験参加者が持っていたり (Van der Burg et al., 2008) 、聴覚刺激の呈示が眼球運動を生起させ
(Zambarbieri, Schmid, Magenes & Prablanc, 1982) そのために運動誘発盲の持続時聞が短くなったの
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であれば、聴覚刺激の呈示位置に関係なく運動誘発盲の持続時聞が短くなるはずである。したがって上
述した結果は、聴覚刺激が呈示されると、実験参加者が常にキーを離していたという反応バイアスや、
呈示されたホワイトノイズに対する眼球運動が運動誘発盲を解除したという観点だけからは説明できな
し \0
実験 7 では、視覚的アウェアネスの回復までの潜時、すなわち視覚的アウェアネスの回復は聴覚刺激
呈示後どのくらいから始まるのかを検討した。その結果、聴覚刺激が呈示されると、ターゲットに対す
る運動誘発盲が生じた400ms 後には、消失した視覚的アウェアネスが回復し始めることが明らかとなっ
た。一般的な異種感覚統合の時間範囲は400ms よりも短いという報告が多い (Alais ， N ewell & 
Mamassian, 2010) 。これは、ターゲットの消失した視覚的アウェアネスが視聴覚相互作用によって回復
するには、より時間のかかる再帰的な処理が関与していることを示唆する。
実験 8 では、このような聴覚刺激の効果はホワイトノイズの強度(音圧)が増すと増大する傾向にあ
ることがわかった。この結果は、聴覚モダリテイに特有の刺激特性や顕著性が視覚モダリテイの視覚的
アウェアネスの形成に影響を及ぼすことを示している。
これらの結果から、ターゲットに対する視覚的アウェアネスが消失しでも、一定の空間範囲内で反応
バイアスなどによらない視聴覚間相互作用が生じ、消失した視覚的アウェアネスが回復することが明ら
かになった。これまでに、運動誘発盲を含めたさまざまな知覚的消失現象に関する先行研究では、視覚
的アウェアネスの消失メカニズムについて盛んに議論してきたもの (Bonne et a1., 2001; Carter & 
Pettigrew, 2003; Hsu et al., 2004) 、消失からの回復メカニズムに焦点をあてた研究は少ない。数少ない
研究の中で、 Kawabe， Yamada and Miura (2007) は、運動誘発盲によるターゲットの消失直後にター
ゲットの近傍に新たな視覚刺激を瞬間的に呈示すると、消失した視覚的アウェアネスが回復することを
示している。研究 2 で得られた結果は、このような回復効果が視覚モダリティに限った現象ではなく視
覚モダリテイへの突然の刺激呈示 (abrupt onset) によっても成立することを示すものといえる。
第 4 章全体考察
4.1 視覚的アウェアネスの生起と消失からの回復に関する実験結果のまとめ
本論文では、外界の対象への気づき、すなわち外界の視覚的モニタリング機能として視覚的アウェア
ネスを定義し、知覚的群化手がかりの相互作用(第 l 章)、及び視聴覚モダリテイ聞の相互作用(第 2
章)が視覚的アウェアネスに及ぼす影響を実験心理学的に検討した。ここでは視覚的アウェアネスの生
起と回復について、研究 l 及び 2 で得られた知見から考察する。
第 2 章では、我々は膨大な視覚入力から他と区別され、物体としてのまとまりに関する視覚的アウェ
アネスをどのようにして生起するのかについて、運動誘発盲におけるターゲットの消失モードを指標と
して検討してきた。研究 1 の実験 l から 4 の結果は、個々の知覚的群化の手がかりに依拠して物体の視
覚的アウェアネスが生起するのではなく、種々の群化手がかりを視覚刺激聞の空間的な距離に応じて重
み付けし、視野内のカオス的な視覚情報を適切かっ秩序立てて表象することで、物体に固有の視覚的ア
ウェアネスが生み出されていることを示した(柴田他 2006/2007; Shibata et al., 2010) 。
第 3 章では、運動誘発盲によって失われたターゲットの視覚的アウェアネスが聴覚刺激の短時間呈示
によって回復する現象を発見した。この現象では、網膜への物理的な視覚入力は存在するが、視覚的ア
ウェアネスがない視覚刺激と、視覚的アウェアネスの消失に合わせて呈示される聴覚刺激の空間的な呈
示位置が一致していなければ聴覚刺激による回復効果は得られないことが示された(柴田他， 2008: 
Shibata et al., 2010) 。この結果は、対象へのアウェアネスの有無にかかわらず、同一の時空間位置にお
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いて刺激に対する神経活動が保持されていることが異種感覚相互作用の生起にとって重要で、あることを
示唆する。従来の研究では聴覚に対する視覚の優位性を検証した研究が大きな割合を占めていたが
(McGurk & MacDonald, 1976) 、聴覚情報によって消失した視覚的アウェアネスが回復するという本研
究で新たに発見された現象は、明らかに聴覚情報が視覚情報の処理に大きく影響することを示すもので
あり、従来の研究とは対照的である。この事実は、常に視覚からの情報が他のモダリティからの情報よ
りも優先されているわけではないことを示す。
4.2 視覚的アウェアネスの生起にかかわる視覚的注意の役割
次に、研究 2 で得られた知見にもとづきどのようなタイプの注意が視覚的アウェアネスの生起に関与
しているかについて考察した。 Bonneh et aL (2001)は、運動誘発盲における視覚的アウェアネスの消
失が、頭頂における脳損傷のために注意機能に障害がある半側空間無視の臨床例と類似していることに
言及している。さらに最近の研究では、注意そのものを操作することで、ターゲットへの注意が運動誘
発盲におけるターゲットの消失時間に影響することが報告されている (Schölvinck & Rees, 2009) 。こ
れらの知見は、運動誘発盲におけるターゲットの消失には注意がかかわっていることを示唆する。
先行研究によると、視覚的注意は、空間に向けられるもの、特徴に向けられるもの、物体に向けられ
るものの 3 つのタイプに分かれるといわれている (for a review , see Scholl, 2001) 0 研究 1 で得られた
結果は 3 つのタイプの注意のうちどのような視覚的注意の関与が示唆されるのか詳細な考察を行った。
仮に空間に向けられる視覚的注意が関与しているとすると、このようなタイプの視覚的注意はある領域
にむけられ、その領域の中心から離れるに従って視覚的注意による効果が弱まるとされる (Posner ，
Snyder, & Davidson, 1980) 。もしこのようなタイプの視覚的注意が関与している場合、運動誘発盲にお
けるターゲットの消失モードはターゲット聞の距離にのみ依存して決定されるはずである。一方で、特
徴に向けられる注意が関与している場合、空間領域というよりは、色、運動、方位や形といった特徴に
視覚的注意が向けられると言われている (Driver & Baylis, 1989) 。特徴に対して向けられる視覚的注
意が関与している場合には、ターゲットの消失モードはターゲット間の形や方位の違いによって規定さ
れるはずで、ある。しかしながら、研究 1 で得られた結果は、ターゲット間の距離や形、方位差のみによっ
て決定されず、それらの手がかりの相互作用によって変化することが明らかにされた。すなわち、研究
1 で得られた結果は、空間や、特徴に向けられる視覚的注意のみによっては説明されない。このことは、
空間や特徴に向けられる視覚的注意がターゲットの消失に関与しているのではなく、物体に向けられる
視覚的注意 (Duncan ， 1984) 、すなわち知覚的なまとまりに視覚的注意が向けられる過程が関与してい
る可能性を示す。
4.3 視覚的アウェアネスの消失と回復のメカニズム
研究 2 で得られた結果から、異種感覚情報の入力による消失した視覚的アウェアネスの回復メカニズ
ムについても詳細な考察を行った。 Kawabe et al. (2007) は、実験参加者による運動誘発盲の報告の
直後にターゲットを囲むようにして、リングを瞬間的に呈示すると、リングを呈示しなかったときに比
べ、運動誘発盲の持続時聞が短くなることを報告した。これは、突然に呈示されたリングが運動誘発盲
の解放を早めるということを意味し、抑制されたターゲットの視覚的アウェアネスが突然の視覚情報の
入力によって回復するということを示唆する。一方、本研究では運動誘発盲によって消失した視覚的ア
ウェアネスは聴覚情報の呈示によっても回復することが示された。上述の先行研究と本研究によって得
られた知見を統合すると、消失したターゲットの周辺で生起する聴覚における突然の変化が、消失した
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視覚的アウェアネスの回復にとって重要な役割を果たしていることが示唆される。
この突然の変化の重要な役割とは、消失した視覚情報へのボトムアップ的な視覚的注意の再割り当て
であると想定される。突然の変化は、自動的に視覚的注意をひきつけることが知られており (Yantis & 
J onides , 1990) 、従来の異種感覚統合に関する研究では、聴覚情報が実験参加者の視覚的注意をひきつ
けることも知られている (Driver & Spence, 1998) 。これらの知見から、視覚的アウェアネスが消失し
た対象の周辺に突然の変化が生じると、注意が再びターゲットに割り当てられることで、対象の視覚的
アウェアネスが回復すると考えられる。上記に関連して、 Bonneh et al. (2001)は、運動誘発盲におけ
るターゲットの消失は、運動する刺激とターゲットの間で視覚的注意の割り当てをめぐる競合が起きた
結果、視覚的注意が割り当てられない方がアウェアネスに上らなくなるという仮説を提案した。これは、
運動パタンと静止したターゲットとの間で注意の割り当てをめぐる競合が起こった結果、ターゲットへ
配分されるはずの視覚的注意が運動パタンに奪われるため、運動誘発盲が生じることを意味する。それ
ゆえ、消失した視覚的アウェアネスが回復するには、消失したターゲットに再び視覚的注意が向けられ
ることが重要であると推察される。
4.4 視覚的アウェアネスと視覚的注意の概念的区分
これまで得られた知見により、視覚的アウェアネスと視覚的注意の違いについての概念的区分につい
ても考察を試みた。一般的に、視覚的アウェアネスと視覚的注意はこれまで不可分の概念として扱われ
てきた経緯がある。日常的には、自分が今関心を持っているものや積極的に見ているものが意識される
というように視覚的アウェアネスと視覚的注意にはかなり高い正の相関があるように思われる。しかし
ながら、この二つの概念を区別することは現在の意識科学において重要な問題であり続ける (Tuchiya
& Koch; 2005) 。研究 l より、視覚的アウェアネスの消失には物体へ向けられるタイプの視覚的注意が
関与していることが示唆された。Itti & Koch (2001)の顕著性マップモデルによると、視野内の顕著
性が高い空間領域や特徴、物体に対して自動的に(刺激駆動的に)視覚的注意が向けられると言われて
いる。顕著性マップモデルに従うと、研究 l で用いたような明るく目立ったターゲットにも視覚的注意
が自動的に向けられるはずで、ある。ところが、ターゲットの視覚的アウェアネスは消失を繰り返す。こ
の結果は、視覚的アウェアネスと視覚的注意が同一の概念であるという仮説と矛盾する。
さらに、研究 2 や先行研究の結果から、消失した視覚的アウェアネスはモダリティを間わず、突然の
刺激呈示によって、再び視覚的アウェアネスが回復するということがわかった。突然の刺激呈示は視覚
的注意を引きつけることが知られているため、視覚的アウェアネスと視覚的注意は不可分の情報処理過
程にあるのではなく、まず対象に視覚的注意がむけられ、その後に視覚的アウェアネスが生じるという
ような処理フローの存在を示唆する。
このような主張は、 Kentridge ， Heywood and Weiskrantz (2004) の研究からも支持される。彼らは、
右視野に存在する対象が全く見えない盲視患者が、対象への視覚的アウェアネスがないにも関わらず空
間的な視覚的注意を向けることができ、さらに視覚的注意を向けた領域の処理が促進されることを明ら
かにした。このような臨床報告からも、視覚的注意が視覚的アウェアネスに先行すると考えられる。第
1 章で取り上げたグローバル・ワークスペースモデル理論においても、情報がワークスペースに伝送さ
れ、視覚的注意が向けられることによって視覚的アウェアネスが生起することを仮定している。これら
のことから、本論文では視覚的アウェアネスと視覚的注意は密接な関係を持つものの独立の過程であ
り、情報処理過程において視覚的注意による選択段階は視覚的アウェアネスの生起段階よりも前段階の
処理であることを指摘した。
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4.5 今後の展望と応用可能性
最後に、今後の研究の課題や展望、そして応用可能性について述べた。本論文では、視覚的アウェア
ネスの生起及び消失からの回復に関して知覚的群化手がかりの相互作用及び異種感覚相互作用の観点か
ら実験心理学的に検討してきた。これまで考察してきたように、安定した視覚的アウェアネスの生起や
消失からの回復に関する制約条件について具体的な時空間要因が明らかになってきたものの、これを支
えるメカニズ、ムなどについてはさらに詳細に解明されるべき課題である。
本論文で得た結果は健常者に対して行った研究であるが、視覚的アウェアネスの研究は、大脳皮質に
障害を負うことで生じる盲視患者に対する神経生理学的実験や、実験心理学的実験によって発展してき
たという側面を持つ。具体的には、脳の特定の領域に損傷をもっ患者に対して、損傷領域が異なると視
野内のどのような情報に対して視覚的アウェアネスが伴わないのかを検討することにより、皮質の各領
域が視覚的アウェアネスに対して果たす役割が解明されてきた (Weiskrantz ， 1996) 。一方で、明らか
な脳障害は認められないにも関わらず、あらゆる認知機能に障害が発生する疾病として統合失調症があ
る。統合失調症の代表的な症状として幻覚があげられる。これは、物理的に存在しない対象にはっきり
としたアウェアネスを持つことを示しており、 fMRI 研究では幻聴が聞こえている最中に聴覚情報処理
に関与する下丘 (Inferior calculus) における脳活動が生起することが報告されている (Shergil l，
Brammer, Williams, Murray & McGuire, 2000) 。さらに、統合失調患者における運動誘発盲を調べた研
究では視覚的アウェアネスの抑制が生じ難いことも示されている (Tschacher ， Schuler & Junghan , 
2006) 。これらの知見は、統合失調患者は視野内の対象に対するアウェアネスを過剰に生成してしまう
という傾向を示しており、適切な情報の取捨選択に必要な抑制機能に障害があることを示唆する。
今後、統合失調症におけるこのような傾向を実験心理学的にさらに明らかにすることにより、視覚的
アウェアネスの包括的な理解が大きく進展すると期待される。またこのような研究を行うことによって
得られる知見は、臨床場面での簡易的なスクリーニングツールや、的確な情報の抑制をトップダウン的
に習得させるような行動プログラムの開発に対して有効な指針を与えるものと見込んで、いる。
論文審査結果の要旨
本論文は、外界の対象への気づき、すなわち外界の視覚的モニタリングの主要な機能のーっとして視
覚的アウェアネスを定義し、その生起と消失からの回復過程に、知覚的群化要因や視聴覚モダリテイ聞
の相互作用がどのように寄与するかを、厳密な心理実験によって明らかにしたものである。
研究 l では、静止した視覚刺激に運動刺激を重ねると、物理的には画面上に呈示されているはずの視
覚刺激が消失してしまう現象(運動誘発盲)を利用して、実験的検討を行った。特に、視覚的アウェア
ネスが安定して生起するために必要な要因として知覚的群化 (perceptual grouping) に着目し、種々の
群化要因の実効範囲を詳細に検討した。その結果、視覚刺激間の距離が視角0.2 deg の場合には、近接
の要因が他の要因よりも強く働くことが示された。一方、視覚刺激聞の距離が視角0.4 deg 以上になる
と近接の要因の優位性が徐々に低下し、閉合や類同の要因が近接の要因と協調して視覚的アウェアネス
の生起に影響することが示された。具体的には、視覚刺激間の距離が視角0.4 deg から 0.8 deg の範囲で
は閉合の要因が、視角0.6 deg から 0.8 deg の範囲では類同の要因が視覚的アウェアネスの生起に効力を
もつことが見出された。これらの結果から、個々の知覚的群化要因が独立に視覚的アウェアネスの生起
に影響するのではなく、種々の要因が視覚刺激聞の空間的距離に応じて重み付けがなされ、相互作用す
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ることで、対象の視覚的アウェアネスが生み出されていることが明らかとなった。
研究 2 では、運動誘発盲によっていったん消失した視覚的アウェアネスが回復する過程について視聴
覚モダリティ間相互作用の観点から詳細な検討研究を行った。その結果、運動誘発盲による消失が起
こったのちに短時間呈示される聴覚刺激の空間的位置が視覚刺激と一致している場合に、アウェアネス
の回復がすみやかになされることが示された。また、聴覚刺激呈示による視覚的アウェアネスの回復に
かかる潜時を測定したところ、聴覚刺激の呈示後、約400 ms たって回復しはじめることが明らかにさ
れた。さらに、聴覚刺激の顕著性をその強度(音圧)を変化させることによって操作すると、聴覚刺激
の音圧に依存して回復効果が強くなる傾向が示された。一般的な異種感覚間相互作用の時間範囲は
400ms よりも短いということと、顕著性の高い刺激の出現が注意をリセットしやすいことなどから、視
覚刺激が見えなくなっても、同一の空間位置において刺激に対する神経活動が保持されており、それに
対してボトムアップ的な注意の再割り当てが生じることにより、視覚的アウェアネスの回復がもたらさ
れると想定された。
これまで、群化要因や他刺激提示が視覚的アウェアネスの生起と回復に影響を及ぼすことは現象的に
は報告されていたが、以上の知見によってはじめてそれらのプロセスの空間的・時間的特性が定量的に
明らかにされた。したがって、本研究は、外界を視覚的にモニターし、対象の気づきをもたらすプロセ
スと機構に関する新たな心理・脳科学的知見をもたらし、この分野の研究の発展に大きく貢献すると考
えられる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。
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